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	 J-PARC E36実験は静止 K+を用いて Γ(K→eν)/Γ(K→µν)を精密に測定し、レプトン普遍性
の破れ、ステライルニュートリノ探索、暗黒光子探索を研究している。我々は CsI(Tl)光
子検出器のエネルギー校正測定を実施した。K→µν 事象における単色運動エネルギー153 
MeV のμを用いて全 768 チャンネルを校正した。また今回新たに宇宙線による校正法を
確立し検証した。この方法はミューオンがシンチレータ結晶内で静止し崩壊して生成され

る陽電子(電子)をフラッシュ ADC (FADC)で観測することで成り立つ。FADC信号波形の
フィット関数を研究し高精度の波形模型を開発した。これによって、二重波形の解析に成

功し、陽電子の信号を識別した。事前校正と比較して、陽電子の波高分布において 53 MeV
のエンドポイントを確認した。	


